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１．山内図書館の基本方針 

 

（１）山内図書館の概要 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

山内図書館は、昭和５２年に横浜市内で２番目の地域館として開館しました。駅から徒歩

３分の場所にあり、アクセスのよい便利な図書館です。蔵書数は中央図書館に次いで市内

２番目 （１９７，２５８冊 平成２９年３月末）と規模の大きい図書館です。平成２２年度から  

２６年度までの第一期は有隣堂グループが指定管理者として管理運営してまいりました。 

平成２７年度から３１年度の第二期についても引き続き有隣堂グループが指定管理者として

運営してまいります。 

 

（２）指定管理者 

名 称 有隣堂グループ 

所 在 地 横浜市戸塚区品濃町８８１－１６ 

代 表 団 体 株式会社 有隣堂 代表取締役社長 松信裕 

構 成 団 体 三洋装備株式会社 代表取締役社長 菅生宣昭 

指 定 期 間 平成２７年４月１日～平成３２年３月３１日 

指定管理者有隣堂グループは、「本」を専門とする株式会社有隣堂と「施設維持管理」

を専門とする三洋装備株式会社で構成しています。有隣堂は、貸出返却・登録・     

レファレンスなどのカウンター業務を始め、資料の管理、予約業務、自主企画事業などの

図書館運営全般を行っています。三洋装備は、山内地区センターとの共用部分を含む 

建物管理や日々の清掃業務および図書取次サービスを担当しています。 

 

（３）山内図書館のコンセプト 

 “地域”をサービスフィールドに！ 

生活密着図書館「Liferary」 
「横浜市民の読書活動の推進に関する条例」のもとで「地域連携」という新たな課題が   

示されました。平成２７年度から平成３１年度の５年間は、積極的に地域との連携を図ります。

民間ノウハウ・民間能力を十分に発揮し、インパクトのある事業の創出や、チャレンジ感    

あふれる取り組みを実践し、地域に根ざしたサービスの拡充に努めます。 

施 設 名 横浜市山内図書館 

所 在 地 横浜市青葉区あざみ野二丁目３番地の２ 

構造規模 

鉄筋コンクリート造３階建 

（図書館部分：２階） 

地区センター併設（全体４，４３３㎡） 

延床面積 ２，１４７㎡ 

付  帯 
駐車場（施設全体で１２台、業務用３台、

身障者用 1台） 
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２．５年間の達成目標（平成２７年４月～３２年３月） 

指定管理の実施により達成すべき目標は以下の３つです。 

 

（１） 地域の読書活動を推進し、読書活動を通じた“まちづくり”“ひとづくり”を進める。 

 

（２） 地域の情報拠点機能を強化し、地域の要望や要請に応えられる蔵書構成に努め、  

暮らしに役立つ情報の収集・提供を行う。 

 

（３） 利用しやすい図書館づくりを促進する。 

 

 

３．平成２９年度の事業報告 

 

（１）運営目標と振り返り 

横浜市立図書館において毎年策定される「横浜市立図書館の目標」及び「年間資料収集

計画」の平成２９年度版に基づき、横浜市立図書館の１８館のうちの１館としての水準を維持し、

さらなる向上をめざして、他の地域図書館と同様にネットワーク体制を支えるサービスを展開し

ました。 

また、青葉区役所、市民利用施設、市民ボランティアと協働で、「青葉区民読書活動推進

目標」の達成に向けて読書推進活動を展開しました。地域の情報拠点として市民の課題解決

や読書活動に役立つ資料の収集を積極的に行うとともに、下表の運営目標に基づき、具体的

な取り組みを進めました。平成２９年度は山内図書館開館から４０年の節目の年度であり、  

周年事業に力を入れ、積極的に図書館サービスの広報を行いました。 

 

 
平成２９年度運営目標 管理指標 目標値 実施状況 

ア
利
用
者
サ
ー
ビ
ス 

(ア)区内の図書貸出施設

や団体、ボランティア等と

連携した地域の読書活動

推進 

・地区センターまつり等への 

事業協力 

・地区センター等を対象とし

た製本修理講座 

・地域との連携事業 

・学校連携事業  

２回 

 

１回 

 

１５回 

１６８回 

２回 

 

０回 

 

２１回 

１７６回 

 (イ)読書活動推進のため

の区内読書活動拠点の  

ネットワーク構築 

・あおば読書活動推進の会 

開催支援→青葉区読書 

関係団体交流会 

・区内施設におけるおはな

し会やビブリオバトル開催

支援 （施設とボランティア

のコーディネイト準備） 

・「読書のイベントカレンダ

ー」の作成継続 

１回 

 

 

２回 

 

 

 

１２回 

 

１回 

 

 

   ４回 

 

 

 

１２回 
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平成２９年度運営目標 管理指標 目標値 実施状況 

ア
利
用
者
サ
ー
ビ
ス 

(ウ) 開館４０周年記念事業 

・私の１冊×４０人展 

・青葉区の今昔写真展示 

・青葉区ゆかりの文化人講演 

→神奈川県ゆかりの文化人

講演 

・図鑑のビブリオバトル 

・本棚編集×ビブリオバトル 

・やまちゃんおたん生会 

（特別おはなし会、くすだま） 

・読書ノート 

（含やまちゃんシール台帳） 

・あざみ野ブックカフェ拡大版 

・有隣堂出版部と連携した  

歴史講座 

・山内図書館館内ツアー 

開催 

開催 

開催 

 

 

開催 

開催 

開催 

 

作成配布 

 

追加事業 

追加事業 

 

追加事業 

９～１１月 

６～７月 

２月 

 

 

７月 

１２月 

４月 

 

５００部 

 

開催５月 

 開催５月 

 

開催１０月 

(エ) 座席のリニューアル 
新聞雑誌コーナーのソファー

入れ替えおよび座席数増加 
席数増加 ８席 

(オ) ティーンズ向け 

サービスの充実 

・区内高校生と協働による  

ティーンズコーナーづくり 

・ティーンズ向けホームページ

の充実 

展示および

入替  １回 

更新 １２回 

展示および

入替  ３回 

更新 ２９回 

(カ ) 市民の必要とする 

情報収集と課題解決支援 

・課題解決支援自主企画事業 

・ 利用者向け新聞データ   

ベース利用講座 

・子育て支援コーナー 

「一緒にすくすく」の設置 

１０回 

 

１回 

 

 追加項目 

１０回 

 

１回 

 

１０月設置 

(キ) 障がい者支援 

サービス 

・朗読ＣＤの購入 

・多目的トイレのドア交換 

１０組 

追加項目 

１０組 

３月実施 

(ク)幅広い情報発信 

・記者発表に加え新聞各社 

への情報提供 

・ＳＮＳを利用した情報拡散 

 

 

 

・地域の駅、商業施設等の 

広報スペースの活用 

・広域相互利用対象館への 

情報提供 

２４回 

 

FACEBOOK 

随時 

ツイッター 

随時 

実施 

 

実施 

２４回 

 

FACEBOOK 

１９回 

ツイッター 

６６回 

６回 

 

市立図書館 

で実施 
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平成２９年度運営目標 管理指標 目標値 実施状況 

イ
業
務
運
営 

(ア) コンプライアンスの 

徹底と利用者満足度 

向上への取り組み 

・コンプライアンス研修 

・コンプライアンス内部監査 

・人権研修 

１回 

１回 

１回 

１回 

１回 

１回 

(イ ) 危機管理、安全 

衛生管理の徹底と 、  

快適な図書館づくり 

・事件・事故を想定した危機  

対応研修 

・地区センターとの合同防災 

訓練 

・駐車場の管理 

（駐車票の運用開始） 

１回 

 

１回 

 

 追加項目 

 

１回 

 

１回 

 

９月実施 

 

(ウ ) 個人情報保護の  

考え方のスタッフ全員 

への周知徹底と、個人

情報の適正管理 

・個人情報保護教育 

・個人情報内部監査 

２回 

１回 

２回 

１回 

ウ
職
員
育
成 

（ア）スタッフへの能力 

向上、意欲の維持向上

のための教育・研修の 

実施 

・商用データベース研修 

・接遇研修 

・アルバイト向け修理講座 

１回 

１回 

１回 

１回 

１回 

１回 

エ
財
務 

(ア) 予算内の経費執行

と、効率的な予算管理 
山内堂の売り上げ増 

３～５％増 

（目標額

183,000円） 

４２％増 

（決算額 

247,253円） 

 

（２）具体的な取り組み 

ア 利用者サービス 

（ア）地域の読書活動推進 

・青葉区役所、市民利用施設、市民ボランティアと協働で「青葉区民読書活動推進目標」

の達成に向けて読書推進活動を展開しました。青葉区役所との共催による大型講演会

の開催、市民利用施設の情報を集約して作成する「読書のイベントカレンダー」の更新、

市民利用施設主催の事業への協力等、地域と協力することにより、図書館の枠を   

越えたさまざまな事業を展開することができました。 

・青葉区役所と「読書活動推進事務局会議」を１２回開催し、青葉区における読書活動 

推進について話し合い、各市民利用施設と協力して読書活動を行いました。 

・学校連携担当を３名配置し、学校図書館への支援を積極的に行いました。学校司書 

からの相談を受け、学校図書館訪問も行っています。小学生は、図書館見学・まちたん

けんの受け入れをしています（３０回）。中学生の職業体験は７校、高校生のインターン

シップは３校から受け入れました。また、学校の授業で作成した読書関連の作品（絵本

やポスター）をお借りして図書館で展示しました。 

・学校司書、ボランティア向けの講座を１０回開催し、延べ１７４人が参加しました。 

・平成２９年度は、学校へのビブリオバトルの普及活動を積極的にすすめました。青葉区

小学校図書館教育研究会へ講師を派遣し、小学校教員向けのビブリオバトル講座を

開催しました。緑区小学校図書館教育研究会からも要請を受け、講師を派遣しました。 
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（イ）読書活動拠点のネットワークを構築 

・平成２９年度は、青葉区区役所と共催による読書関係団体交流会を開催しました。  

併せて各読書関係団体の活動を紹介するパネル展を開きました。読書関係団体交流

会は２部構成とし、第１部は講演会、第２部を交流会としました。市民利用施設職員、 

学校司書、図書ボランティア等、さまざまな母体で活躍する人が集まり交流する場を  

設けることができました。 

・青葉区役所や区内の市民利用施設におけるおはなし会の事業に協力しました。山内

図書館の職員を派遣するとともに、おはなしボランティアとおはなし会のコーディネイト

を行いました。 

① フラワースタンプラリー“草原のゲルに集まれ” （５月） 

「フラワーネックレス青葉２０１７」として開催された青葉区事業への協力。 

モンゴルのゲルの展示の近くで馬頭琴演奏を背景にモンゴルに関連した絵本の 

読み聞かせを行いました。 

② 区役所文庫サロンおはなし会 （８月） 

区役所に平成２９年度オープンした区民文庫サロンの周知を図るためにおはなし

会を行いました。 

③ 次世代郊外まちづくり・ファミリーソースプロジェクト（１２月） 

同プロジェクトは青葉区役所、東急電鉄共催事業。区役所をとおして協力要請

があり、職員が、たまプラーザにある同プロジェクトの活動拠点でおはなし会を   

行いました。 

 

（ウ）開館４０周年記念事業 

  ・開館４０周年記念事業を展開することにより、山内図書館の事業についてたくさんの方

に知ってもらえるよう努めました。 

① やまちゃんおたん生会（４月） 

山内図書館のマスコットキャラクター「やまちゃん」の誕生日（山内図書館の開館

記念日）は４月１２日ですが、たくさんの人に参加してもらうため、４月１６日の日曜日

に開催しました。シールや切り絵の詰まった手作りの“くすだま”を用意し、中身を 

子どもたちが拾えるようにしました。併せて春の特別おはなし会を開催、多くの人に

お話を楽しんでもらうことができました。福袋（年齢別に選んだ３冊と読書ノート等の

おみやげ３点）を用意して貸出をしました。 

② 読書ノートの作成（４月） 

５００部を用意しました。読書の記録ページのほかに、毎月絵柄を替えて配布して

いるやまちゃんシールの台帳ページも入れ込みました。子ども向けの読書関連事業

の際に配布しました。 

③ あざみ野ブックカフェ拡大版（５月） 

「あざみ野ブックカフェ」は、ゆったりとおいしい紅茶を飲みながら、ゲストのお話

を聞くという企画です。平成２９年度は奇数月第２木曜日の夜に開催しました。   

４０周年の記念事業として拡大版「わたしたちの４０年」を企画しました。作家 米原

万里さんの妹であり井上ひさし夫人の井上ユリ氏と岩波書店の小島潔氏による   

トークショーを開催しました。 
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④ 有隣堂出版部と連携した歴史講座：大山信仰の諸相と大山道（５月） 

平成２９年４月に有隣堂出版部から出版された『大山詣り』の著者川島敏郎氏を 

講師に招きました。大山道に関する古文書「大山不動霊験記」の内容分析、    

登場人物についてお話いただきました。 

⑤  【展示】この街の記憶（６～７月） 

山内図書館のホームページコンテンツ「青葉区風景写真データベース」の収載 

写真を中心に、区内の古い写真と現在の風景写真を比較した展示を行いました。 

⑥  探検！ふしぎの世界！おもしろ図鑑ビブリオバトル（７月） 

第１部は、出版社５社から図鑑の作り手に参加してもらい、ビブリオバトルを開催 

しました。第２部では図鑑の作り手の真摯な思いや、図鑑作りの裏側の話など、普段

知ることのできない貴重な話を聞くことができ、利用者の知的好奇心を満たす機会

を提供することができました。 

⑦ 私の１冊×４０人展（９～１１月） 

山内図書館のスタッフ、ボランティアをはじめ青葉区長、市営地下鉄あざみ野  

駅長など幅広い人に協力を仰ぎ、おすすめ本を紹介しました。胸に好きな本を  

掲げてもらい撮影した４０人の写真（４０周年にかけて）の写真を展示しました。   

４０人ずつ２回、合計８０人の展示を行いました。紹介されている本を展示したところ、

すぐ貸出されていました。 

⑧ 山内図書館館内ツアー（１０月） 

施設の概要や歴史について紹介した後、館内をくまなく案内、最後は書庫を  

案内し、実際に借りたい本を探しました。アンケート満足度も高く、参加者みなさん

に喜んでいただけました。 

⑨ 本棚編集×ビブリオバトル（１２月） 

ビブリオバトルと本棚編集の２本だての企画を実施しました。１部は、「あたたまる」

をテーマにビブリオバトルを行い、２部は、本を書架から抜き出し、編集工学の考え

を用いて再構成する本棚編集のワークショップを行いました。 

⑩ 神奈川県ゆかりの文化人講演 岸本葉子：ひとりを楽しむ人になる（２月） 

読書や句作の楽しみについて触れながら、自分のために使える時間をいかに 

充実したものとするかについて講演いただきました。著名なエッセイストの講演会 

開催を広く広報することにより、非来館者の利用を促すきっかけづくりとしました。 

 

（エ） 快適な読書空間づくり 

・新聞雑誌コーナーの刷新を図りました。旧来のソファーを壁側に寄せ、新しく購入した

明るい色の椅子を配置しました。椅子の数が８席増加しています。 

 

（オ） ティーンズ向けサービスの充実 

・区内高校生とティーンズコーナーを拡充しました。本の紹介などを含んだ壁面装飾を 

高校生に担当してもらい、定期的に入替をしてもらいました。高校生らしい感性に    

あふれたコーナーとなりました。 

・ホームページの「ＴＥＥＮｓのページ」を充実させました。おすすめ本のコーナーは、区内

高校生が動画で本を紹介するほか、職員が毎月交替で中高生におすすめの本を紹介

しています。 
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（カ） 課題解決の支援 

・新聞社の方を講師に招いて新聞データベースの使い方講座を利用者対象に開催  

しました。 

・子ども向けには、出版社と連携して、百科事典およびインターネット百科事典を使った

調べ方講座を夏休み中に開催しました。夏休み前には、編集者等出版社の方に参加し

てもらい、図鑑ビブリオバトルを開催しました。図鑑の作り手の話を聞くことにより、図鑑へ

興味をもってもらい、夏休みの調べ学習へのヒントとしました。 

・子育て支援コーナーを児童コーナーの一角に設置しました。一般のコーナーに移動 

することなく、子育てに関連した本を手にとることができるようになりました。お子さん連れ

の利用者に好評です。 

 

（キ） 障がい者支援サービス 

・朗読ＣＤを１０タイトル購入し、障がい者を対象として貸出サービスを開始しました。 

・多目的トイレのドアを修理し、軽い力で開閉できるように改良しました。 

 

（ク） 幅広い情報発信 

・ホームページ、ブログ、メールマガジンのほか、 facebook・ツイッターなどソーシャル  

ネットワーキングサービス（SNS)を用いて広報の拡充を図りました。 

・地域のミニコミ誌への情報提供を定期的に行いました。 

・地域のコミュニティＦＭに出演して、山内図書館の事業やサービスについて広報    

しました。 

・図書取次サービスのチラシを区役所から転入者に配布してもらい、新しく住み始めた人

に広く取次サービスを知ってもらうよう努めました。 

 

（ケ） その他：書店ノウハウの活用 

・有隣堂本部と協力して、書店ノウハウを活用した読書活動を推進しました。 

①  映画ＭＡＲＣＨ＆トークショー 市内のスポーツ関連団体と有隣堂本部を通して 

連携し、地域や被災地の情報を発信。映画上映に支払った費用は被災地支援に

使われる仕組みとなっています。 

②  講座：大山信仰の諸相と大山道  講師は２０１７年４月に有隣堂出版部より   

『大山詣り』を出版した川島敏郎氏。 

③  図鑑ビブリオバトルを開催しました。編集者を中心とする出版社の方に参加して 

もらいました。 

④  ビブリオバトル×本棚編集 有隣堂のビブリオバトル推進事業の一環として開催 

しました。 
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イ 業務運営 

（ア） コンプライアンスの徹底 

・職員・アルバイト全スタッフが、有隣堂のエシックスカードを常時身に着け、企業行動

指針を復唱しました。また、コンプライアンス内部監査の実施により、法令遵守と倫理

の徹底を図りました。 

・ホームページで、「事業計画書」「事業報告書」「利用者フォーラム議事録」「図書館

利用者満足度調査報告書」「セルフモニタリング」「横浜市山内図書館指定管理者  

運営評価報告書」「山内図書館の目標」といった山内図書館の運営情報を公開    

しました。 

 

（イ） 危機管理、安全衛生管理の徹底 

・安全目安箱を設置し、設備・備品等の不具合や、働く上での課題をスタッフから  

無記名で投書してもらうようにしました。 

・施設管理のスタッフが図書館内を１日３回、図書館職員が１日５～７回巡回して防犯

および安全管理に努めました。 

・職員とアルバイトスタッフ（リーダー、サブリーダー）で月１回話し合いをもち、安全衛

生を含めた課題を話し合い、解決につなげました。 

・併設の山内地区センターと合同でＡＥＤ研修を行いました。 

 

（ウ） 個人情報の適正管理 

横浜市立図書館個人情報保護に関する方針及び有隣堂個人情報保護方針に  

基づき個人情報の収集・利用・管理について、適切な維持管理を行うよう努めました。

平成２９年度は個人情報の流出事故はありませんでした。 

次に挙げる個人情報保護に関する教育、監査、点検を実施しました。 

・テスト（個人情報保護全社教育確認シート記入）の実施 年２回 

・有隣堂プライバシーマネジメントシステム監査 年１回 

・個人情報棚卸（リスクチェックとプロセス分析およびリスク対策） 年２回 

  

（エ） その他 

・有隣堂本部と館長・副館長による職員の評価とヒアリングを行い、問題の解決を図り、

モチベーションの向上につなげました。 

・職員会議を毎週火曜日に１時間開催し、各職員間で情報の共有化を図るとともに、

課題については解決策を討議しました。 （平成２９年度開催数４９回） 

・建築物・建築設備ともに平成２９年度山内図書館建築・設備の保守管理表に基づき

点検を実施しました（別紙３）。積極的な保守管理を行い、異常が発生する前の予防

保全を行いました。 

・施設管理者点検の点検結果に基づき、優先順位をつけ、計画的な修繕を実施   

しました。 


